
市
内
に
は
、
２
５
０
の
自

治
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
３
年
の
加
入
率
は
73
・

02
％
で
す
。

ピ
ー
ク
は
平
成
７
年
の
90
・

99
％
で
、
26
年
間
で
約
18
％

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

平
均
は
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
の
近
隣
市
の
加

入
率
は
、
最
も
高
い
鎌
倉
市

が
80
・
５
％
、
最
も
低
い
大

和
市
は
62
・
３
％
で
、
小
田

原
市
の
加
入
率
は
減
少
し
つ

つ
も
、
県
内
で
は
比
較
的
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

自
治
会
の
役
割
は
、
互
い

に
支
え
合
い
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
親
睦
行
事
を
通

じ
て
住
民
同
士
が
交
流
を
深

め
た
り
、
地
域
の
生
活
環
境

の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
住
民
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
活
動

夏
祭
り
／
文
化
祭
／
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
の
企
画
運
営

■
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め

の
活
動

道
路
・
公
園
・
水
路
等
の

清
掃
や
ご
み
の
分
別
活
動
／

不
法
投
棄
の
防
止
／
ご
み
集

積
場
所
の
管
理
な
ど

■
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た

め
の
活
動

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
の
防
災
訓
練
の
実
施
／

防
災
用
品
の
備
蓄
／
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
／
交
通
安

全
見
守
り
活
動
な
ど

■
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の

活
動近

隣
の
独
居
高
齢
者
や
高

齢
者
夫
婦
世
帯
の
見
守
り
／

敬
老
会
の
開
催
／
赤
十
字
募

金
、
社
会
福
祉
協
議
会
費
な

ど
の
集
金

■
行
政
へ
の
協
力
活
動

防
犯
・
防
災
・
防
火
活
動

／
環
境
美
化
活
動
／
各
種
広

報
物
の
配
布
・
回
覧
・
掲
示

／
各
種
委
員
の
推
薦
／
選
挙

実
施
の
協
力

内
閣
府
が
全
国
の
市
区
町

村
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
自
治
会
の
実

際
の
活
動
と
市
区
町
村
が
期

待
す
る
活
動
の
割
合
は
左
の

表
の
と
お
り
で
、
自
治
会
は

住
民
相
互
の
交
流
や
日
常
生

活
に
関
わ
る
活
動
が
主
体
で

あ
る
の
に
対
し
、
市
区
町
村

は
、
防
災
や
地
域
福
祉
な
ど

の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
区
町
村
が
自
治

会
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と
の
う
ち
、
最
も
多
か
っ

た
回
答
が
「
行
政
か
ら
の
依

頼
事
項
の
見
直
し
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
治
会
加
入
率

減
少
止
ま
ら
ず

市民と市政をつなぐ 小田原市議会議員 しのはら弘

発行者 篠原 弘／〒250-0858 小田原市小台322-5／TEL 090-1652-3900／E-mail shinohara.hiroshi1116@gmail.com

1

手 づ く り

市 政 情 報 紙

自
治
会
は
地
域
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
単
位
と
し
て
、
住

ん
で
い
る
ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
、
お
互
い
が
協
力
し
合
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
と
き
に
は
行

政
と
連
携
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
活
動
し
て
い
く
団
体
で
す
。

し
か
し
、
自
治
会
へ
の
加
入
は
当
た
り
前
で
あ
る
と
考
え
る

人
が
い
る
一
方
で
、
会
費
や
役
回
り
が
負
担
、
加
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
我
々
が

地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
自
治
会
、
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

手づくり市政情報紙 かけはし№18 2023年冬号

ピ
ー
ク
時
の
90
・
99
％
か
ら
73
・
02
％
へ

＊文字が多いと感じられましたら、情報のポイントである太い文字と青い文字をお読みください。

加
入
率
の
減
少
止
ま
ら
ず

市
内
の
自
治
会
の
実
情

自治会加入率の推移

多
様
な
自
治
会
活
動

【
一
般
的
な
自
治
会
活
動
】

「
実
際
の
活
動
」
と
「
期
待
さ

れ
て
い
る
活
動
」
の
ギ
ャ
ッ
プ

全
国
の
自
治
会
の
動
向

自治会の活動分野 実際の活動
市区町村が
期待する活動

催し・イベント 69.0％ 24.1％

環境（清掃･美化･ゴミ・環境保全等） 53.4％ 33.8％

行政からの連絡事項の伝達 46.1％ 20.7％

住民相互の連絡 44.2％ 26.9％

防災・危機管理(要援護者の避難支援等) 23.1％ 58.6％

地域福祉 14.2％ 49.6％

空き家・空き地対策等 1.5％ 20.0％

地域の防災訓練



同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全

国
の
自
治
会
の
課
題
は
、
左

の
表
の
よ
う
に
「
役
員
・
運

営
の
担
い
手
不
足
」
と
「
役

員
の
高
齢
化
」
の
割
合
が
ひ

と
き
わ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

複
数
の
市
区
町
村
に
よ
る

自
治
会
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
加
入
を

し
な
い
（
断
ら
れ
る
）
理
由

と
し
て
「
ほ
と
ん
ど
家
に
い

な
い
、
活
動
に
参
加
で
き
な

い
」
と
の
回
答
が
約
40
％
で
、

自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
人

が
減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
理
由
に
つ
い
て
は
「
参
加

時
間
が
取
れ
な
い
住
民
が
増

え
て
い
る
た
め
」
と
の
回
答

が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

６
４
０
０
人
以
上
の
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
た
平
成

７
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物

か
ら
救
出
さ
れ
生
き
延
び
る

こ
と
が
で
き
た
人
の
約
８
割

が
、
家
族
や
近
所
の
住
民
な

ど
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
お

り
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
人
は

約
２
割
で
あ
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。

私
（
し
の
は
ら
弘
）
は
、

令
和
４
年
市
議
会
12
月
定
例

会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

自
治
会
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
（
活
性
化
の
）
た
め
の

三
つ
の
取
組
の
推
進
に
つ
い

て
提
言
し
ま
し
た
。

守
屋
市
長
は
、
意
義
を
受

け
止
め
、
自
治
会
総
連
合
と

の
調
整
や
現
業
務
の
見
直
し
、

よ
り
良
い
方
向
に
向
け
た
検

討
な
ど
を
行
っ
て
い
く
と
答

弁
し
ま
し
た
。

川
崎
市
が
定
め
て
い
る
庁

内
向
け
の
「
自
治
会
等
へ
の

依
頼
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参

考
に
、
回
覧
や
委
員
就
任
な

ど
「
自
治
会
へ
の
依
頼
基
準
」

を
定
め
、
案
件
の
集
約
化
と

依
頼
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
や

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

あ
ら
た
め
て
自
治
会
加
入
を

促
進
す
る
た
め
の
条
例
制
定

の
動
き
が
増
え
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
条
例
制
定

に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
。

自
治
会
の
活
性
化
に
役
立
て

る
た
め
、
自
治
会
と
自
治
会

未
加
入
者
も
含
め
た
地
域
住

民
を
対
象
に
、
自
治
会
の
運

営
や
活
動
な
ど
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
。

令
和
５
年
10
月
診
療
分
か

ら
、
小
中
学
生
の
小
児
医
療

費
助
成
に
係
る
保
護
者
の
所

得
制
限
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
小
児
医
療
費
助
成

の
対
象
者
は
約
２
８
０
０
人

増
え
て
、
約
２
万
１
０
０
人

に
な
る
見
込
み
で
す
。

■
保
険
診
療
で
支
払
う
自
己

負
担
額
（
通
院
・
入
院
す
べ

て
）

■
助
成
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

る
も
の

▽
保
険
対
象
外
の
自
己
負
担

額
（
薬
の
容
器
代
、
予
防
接

種
費
用
、
健
診
代
、
非
紹
介

初
診
加
算
料
、
差
額
ベ
ッ
ド

代
、
文
書
料
な
ど
）

▽
入
院
時
の
食
事
代
等

▽
加
入
す
る
公
的
医
療
保
険

の
付
加
給
付
の
額

神
奈
川
県
内
で
は
、
多
く

の
市
町
村
が
小
児
医
療
費
の

助
成
の
上
限
を
中
学
３
年
生

ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
元
年
度
に
大
井
町
が
県
内

で
初
め
て
、
ま
た
松
田
町
が

令
和
４
年
度
か
ら
入
院
費
と

通
院
費
の
助
成
上
限
を
18
歳

に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

＊「かけはし」では、公開されていない情報や見えにく情報を、できるだけ分かりやすくお伝えすることを心がけています。
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自治会の現在の課題 割合

役員・運営の担い手不足 86.1％

役員の高齢化 82.8％

近所付き合いの希薄化 59.2％

加入率の低下 53.3％

行政からの依頼事項が多い 36.2％

自
治
会
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
た
め
の
三
つ

の
提
言

【
提
言
１
】

行
政
の
自
治
会
へ
の
依
頼
業

務
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

【
提
言
２
】

自
治
会
加
入
促
進
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

【
提
言
３
】

地
域
住
民
と
自
治
会
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

自
治
会
に
加
入
し
な
い
理
由

■
ほ
と
ん
ど
家
に
い
な
い

■
参
加
時
間
が
取
れ
な
い

自
治
会
の
主
な
課
題

■
担
い
手
不
足

■
役
員
の
高
齢
化

小
児
医
療
費
助
成

所
得
制
限
撤
廃
へ

市
は
、
０
歳
児
～
中
学
生
の
小
児
医
療
費
助
成
に
か

か
る
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
方
針
を
、
昨
年
11
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
報
告

し
ま
し
た
。
市
は
関
連
す
る
条
例
改
正
案
と
予
算
案
を

市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。
所
得
制
限
の
撤

廃
が
決
ま
る
と
、
令
和
５
年
10
月
診
療
分
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
「
入
院
」
「
通
院
」

に
か
か
る
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

市議会３月定例会に議案等を提出

対
象
者
は
約
２
万
１
０
０
人

対
象
と
な
る
医
療
費
な
ど

令
和
５
年

10
月
か
ら

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
助
成

松
田
町
、
大
井
町
で
は
高
校

３
年
生
ま
で
医
療
費
が
無
料

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

８
割
の
人
が
共
助
に
よ
り

救
出
さ
れ
る



「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
風
邪
引
い
た
」
は
詐
欺
！

息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
し

た
犯
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、

仕
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
を
口
実
に
、
お
金
を
要
求

す
る
詐
欺
。

「
払
戻
し
金
が
あ
る
」
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
替
え
る

必
要
が
あ
る
」
は
詐
欺
！

県
や
市
、
税
務
署
の
職
員

な
ど
と
名
乗
り
、
医
療
費
な

ど
の
払
い
戻
し
が
あ
る
か
ら

と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

確
認
や
取
替
の
必
要
が
あ
る

な
ど
の
口
実
で
自
宅
を
訪
れ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
る
詐
欺
。

「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー

カ
ー
ド
を
買
っ
て
、
カ
ー
ド

番
号
を
教
え
て
」
は
詐
欺
！

未
払
い
の
料
金
が
あ
る
な
ど
、

架
空
の
事
実
を
口
実
と
し
金

銭
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
（
脅

し
取
る
）
手
口
。

「
還
付
金
が
あ
る
」
「
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
手
続
き
が
で
き
る
」
は

詐
欺
！

税
金
還
付
な
ど
に
必
要
な

手
続
き
を
装
っ
て
被
害
者
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
口
座

間
送
金
に
よ
り
財
産
上
の
不

法
の
利
益
を
得
る
手
口
。

「
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
確

認
し
に
行
く
」
は
詐
欺
！

警
察
官
な
ど
と
偽
っ
て
電

話
を
か
け
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
（
銀
行
口
座
）
が
不
正
に

利
用
さ
れ
て
い
る
」
「
預
金

を
保
護
す
る
手
続
を
す
る
」

な
ど
と
し
て
、
嘘
の
手
続
き

を
説
明
し
た
上
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
す
り
替
え
る

な
ど
し
て
盗
み
取
る
手
口
。
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お
だ
わ
ら
忍
報

運
用
開
始

市
で
は
、
道
路
や
公
園
設
備
の
損
傷
、
不
法
投
棄
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
写
真
や
位
置

情
報
を
添
付
し
て
通
報
で
き
る
、
市
民
通
報
ア
プ
リ
「
お
だ

わ
ら
忍
報
」
の
運
用
を
令
和
４
年
12
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
通
報
ア
プ
リ
は
、
道
路
損
傷
に
よ
る
事
故
等
を

未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
へ
の
活
用
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

特
殊
詐
欺
に
注
意
を
！

小
田
原
警
察
署
管
内
１
市
３
町
で
は
、
特
殊
詐
欺
の
認
知

件
数
と
被
害
金
額
と
も
、
昨
年
同
期
比
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
に
電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
対
面

す
る
こ
と
な
く
信
頼
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
へ
の
振

込
み
や
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
現

金
等
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
で
す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
以
外
に
も

巧
妙
な
手
口
が
多
様
に
存
在
し
ま
す
の
で
、
手
口
の
特
徴
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

預
貯
金
詐
欺

被
害
件
数
・
被
害
額
昨
年
上
回
る

架
空
料
金
請
求
詐
欺

還
付
金
詐
欺

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗

県 内 小田原警察署

件 数 1,776件 26件

被害額 約33億円 約8,000万円

特殊詐欺 小田原警察署管内発生状況

（令和４年１月～11月末まで）

市民通報アプリ「おだわら忍報」通報項目

カテゴリ 内 容

道路

舗装（穴、振動）、排水施設（側溝、溝蓋、

つまりなど）、マンホール（段差、振動など）、

街路樹・草刈り、ごみ、その他（ガードレー

ル、カーブミラー、照明など）

河川・水路
護岸・フェンス、土砂の堆積、樹木・草刈り、

ごみその他

公園・城址公園
遊具・設備、樹木・草刈り、城址公園の施設

等、ごみ、その他

ごみ

集積場所内の違反ごみ等、道路上のごみ、河

川・水路内のごみ、公園内のごみ、その他

※道路上のごみなどはそれぞれのカテゴリか

らも選択できます。

市民通報アプリ

事
故
防
止
や
災
害
時
に
も
活
用

※
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
「
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
」
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
登
録

が
必
要
で
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Androidの方はこちらから

Google Play

iPhoneの方はこちらから

Apple Store
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＊「かけはし」を店舗などにおいてくださる方は、１面上段の発行者までご連絡ください。（無料です）

耳より情報

手づくり市政情報紙 かけはし№18 2023年冬号

■新たな「空家等対策計画」の素案を作成

市では、現「小田原市空家等対

策計画」が、この３月で計画期間

が終了することから、計画期間を

８年間とする新たな計画の策定作

業を進めてきましたが、このたび、

計画素案が完成し、市議会に報告がありました。

素案では、これまでの取組方針に加え、より実効性

のある対策を推進するため、具体的な施策の見直しと

拡充が行われています。

素案は、パブリックコメントを終えており、２月に

市空家等対策協議会に諮問し、答申を受けた後、３月

に公表される予定です。

※新計画が公表された後、詳細を本紙に掲載します。

国では、妊娠期から妊産婦・子育て家庭に寄り添い、出産・子育て期まで一貫して相談に応じる「伴走型相談支

援」と妊娠届出時・出生届出後を通して計10万円相当を給付する「経済的支援」を一体として実施する事業を創設

しました。小田原市においても、本交付金を活用した事業が開始されることになり、２月から面談や対象者への通

知が開始されます。

管理不全の住宅

■出産・子育て応援事業 ー 妊娠届出時と出生届出後を通して計10万円を給付 ー

【伴走型相談支援】

妊産婦の方が抱える様々な不安を解消するため、市の

保健師・助産師・看護婦等（市職員）が面談を行います。

◆対象者

・妊婦（妊娠中）

・産婦又は養育者（出産後）

◆面談の実施時期

・妊娠届出時

・妊娠８か月前後（希望者のみ）

・乳児家庭全戸訪問時

【経済的支援】

◆対象者

令和４年４月１日以降に出産した方のうち、 支給

申請を行った方

出産応援給付金

妊娠届出時の面談を受けた妊婦…１人につき５万円

子育て応援給付金

乳児家庭全戸訪問時の面談を受けた養育者…新生児

１人につき５万円

▼給付時期

令和５年３月から支給開始

2023年の統一地方選挙の日程を決める

特例法案が11月に参議院で可決され、選

挙日程が正式に決まりました。

統一地方選挙は、４年に一度、地方自

治体の長や議員の選挙期日を統一して行

われます。

前半戦として知事や道府県議会議員の選挙などが行

われ、後半戦として政令指定都市以外の市区町村長選

挙と市区町村議会議員選挙が行われます。

◆小田原市では

【前半戦】４月９日投開票：神奈川県知事選挙

神奈川県議会議員選挙

【後半戦】４月23日投開票：小田原市議会議員選挙

■第20回(2023)年「統一地方選挙」の日程決まる

曽我梅林の梅を使用し、日本酒で仕

込んだ「曽我梅林の梅酒」が、全国梅

酒品評会2022の日本酒梅酒部門で、金

賞を受賞しました。過去数回、銀賞を

受賞していましたが、このたび念願を

果たし、初の金賞受賞となりました。

受賞した「曽我梅林の梅酒」は、曽

我梅林の「白加賀」を使用し、石井醸

造㈱（大井町）の伝承製法「もち四段仕込み」の日本

酒でじっくり仕込んだこだわりの梅酒で、すっきりと

した味わいの梅酒に仕上がっています。

全国梅品評会：梅酒の普及と振興、梅酒の品質向上な

どを目的として、一般社団法人梅酒研究会が主催。

■「曽我梅林の梅酒」全国梅酒品評会で金賞受賞

令和３年７月31日で閉館した

旧小田原市民会館の解体工事が

本年１月から始まりました。終

了は、令和６年８月末の予定で

す。

解体費用は約７億５千万円で、

解体工法は振動が少ない圧砕工法や低騒音で粉塵も少

ないワイヤーソーイング工法が採用されます。

跡地の活用については、本町臨時駐車場と市土地開

発公社所有地を整備エリアとした活用計画の策定作業

が進められており、地域住民や事業者・関係団体など

を対象とした意見交換会を経て、本年３月に取りまと

められ公表される予定です。

■旧小田原市民会館解体工事が始まる


